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令和６年度  第２回焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会 

        第２回焼津市介護保険運営協議会 

 

１ 日 時 令和７年１月 14日（火）午後１時 00分～午後２時 20分 

２ 場 所 焼津市役所本庁舎 会議室１Ｂ 

３ 出席者   （委 員）石川英也会長、石田璃久磨副会長、増田一成委員、金井富保委員 

服部里美委員、藁品均委員、堀江好子委員、中島忠男委員 

村松晶子委員、渡邉啓子委員、福田幸夫委員、金城能子委員、神田明美委員 

吉田靖基委員、橋本真典委員（15名） 

（事務局）増田健康福祉部長、佐藤健康福祉部次長、壁下市長戦略監 

飯塚介護保険課長、萩山保険給付担当主幹、谷山認定担当係長、松永事務員 

杉山地域包括ケア推進課長、松田地域包括ケア推進担当係長 

田中事業者指導担当係長、小長谷高齢者福祉担当係長 

八木健康づくり課長、桐竹成人保健担当主幹 

渡仲国保年金課長、小泉後期高齢者担当主幹（15名） 

 

４ 内 容 

（１） 開会 

（２） 挨拶 

（３） 委嘱状交付 

①委員自己紹介、②事務局職員紹介 

（４） 会長・副会長の選出 

（５） 議事  

第 10期ほほえみプラン 21の概要について 

（６） 閉会 

 

【議事録】 

開会  

増田部長 （部長挨拶） 

事務局 （委嘱状交付） 

増田部長より各委員に委嘱状の交付、各委員自己紹介、事務局職員紹介 

事務局 （報告） 

介護保険運営協議会規則第５条により委員の過半数が出席しておりますので本協

議会は成立しております。 

（会長の選出） 

会長の選出は、焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会設置要領第５条及び、焼津

市介護保険運営協議会規則第２条により、会長は委員の互選により選出される旨、

規定されておりますので、ここで皆様の互選により決定することとなります。ご
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意見ありますか。 

吉田委員 以前に会長を務めた石川委員にお願いしてはいかがですか。 

各委員 異議なし 

事務局 異議なしと認め、会長は石川英也委員に決定させていただきます。 

会長が選任されましたので、以後の進行は石川会長にお願いします。 

石川会長 （会長挨拶） 

（副会長の選出） 

 副会長の選出も会長の選出に準じて互選により行います。意見はありますか。 

村松委員 以前に副会長を務めた石田委員にお願いしてはいかがですか。 

各委員 異議なし 

石川会長 異議なしと認め、副会長は石田璃久磨委員に決定させていただきます。 

石田副会長 （副会長挨拶） 

石川会長 （議事） 

それでは議事に入ります。第 10 期ほほえみプラン 21 の概要について事務局から

説明をお願いします。 

事務局 【資料３】第 10期ほほえみプラン 21（計画期間 R６～R８）事業進捗状況 

【資料４】第 11期高齢者保健福祉計画･第 10期介護保険事業計画の策定について 

【資料５】焼津市の要介護（要支援）認定者数等の推移 

以上について事務局説明 

石川会長 （質疑応答） 

事務局の説明が終わりました。何かご意見やご質問がございますか。要望や感想で

もよいので、委員の声をお聞かせください。 

橋本委員 【資料４】計画策定スケジュールに、令和７年９月に「委託業者選定」とあるが、

何の業者なのか、委託する理由を教えて欲しい。 

事務局（介護

保険課） 

次期のほほえみプラン 21の計画策定では、介護保険料の改定検討も含まれるため、

全国や県内市町の介護保険料の動向を確認する必要があり、アンケートも含めて

業者に調査を委託する予定でいます。 

橋本委員 行政が計画策定を業者に委託すると、委託成果品がどこも同じような内容になっ

てしまうことを見てきました。 

意見としてですが、現在、ＤＸや生成ＡＩ等の技術も進んでいるため、そうした技

術を利用した委託に頼らない取組ができないか、そのことが職員のレベル向上に

つながり、後任にノウハウを還流でき、周辺自治体よりも焼津市が一歩二歩先に出

ることができると思います。 

村松委員 【資料５】より、焼津市では県や近隣市と比較して、軽度の高齢者でも認定率が増

えているという点では安心していますが、在宅サービスの利用率が低く、サービス

利用に結びついていないようです。 

実感として、どうしてサービスを利用していないのかという高齢者がいたり、近隣

の方が心配してサービス利用に結びついたケースがあります。 
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要望として、サービスの未利用者を探して、利用に結びつけていくことを望みま

す。 

福田委員 2025 年問題、2040 年問題を見据えたほほえみプラン 21 の二つの基本理念は、行

政の基本方針に沿ったものであると思います。 

自治体によっては、プランの期毎に高齢者の権利擁護とか虐待防止といったテー

マを決めて取り組むところもあります。 

疾病予防や介護予防も重要な取組で、焼津市ではラジオ体操の取組が良いと思っ

ています。介護予防の点で、焼津市の良いところを伸ばし、高齢者の健康意識が向

上できるようなアピールができれば良いと思います。 

石川会長 テーマを決めて協議会を進めていくということについて、増田部長どうですか。 

増田部長 協議会で進捗管理や次期計画を話し合う際に、テーマを決めて意見を出し合いな

がら進めていくということも考えていきたいと思います。 

石川会長 先日の報道で、焼津市のふるさと納税額が、令和６年 12月末で 108億円を達成し、

今年度末で 115 億円を見込むとありました。令和５年度は納税額で全国８位であ

り、よそから見ると、焼津市は財政が潤沢な自治体と見られてしまうが、実際のと

ころはどうですか。 

増田部長 令和７年度当初予算を作成中ですが、各部署からの予算要求額の当初合計が、想定

よりも 100億円を超過していました。優先順位を決めて査定を行い、現在、査定で

認められなかった事業の復活要求を行っているところです。決して財政に余裕が

あるわけではないことを理解して欲しいと思います。 

石川会長 少子化対策等の優先される事業があることは承知していますが、協議会として、高

齢者福祉の事業へも考慮してもらえるようお願いします。 

2024 年は介護事業所の倒産件数が全国で 172件あり、過去最大でした。内訳は、

訪問介護事業所が最も多く 81件、通所事業所が 56件、有料老人ホームが 18件で、

訪問介護事業所の倒産理由は基本報酬のマイナス改定が原因と考えられます。 

高齢者人口がピークとなる 2040年には 240万人の介護人材が必要とされています

が、2023年度では 212万人しかおらず、介護人材不足も課題です。 

焼津市としても、介護人材不足に対して取り組まなければならないと思います。 

先日、市長から、外国人人材の確保について話をききましたが、その後、人材確保

についてどう進んでいますか。 

事務局（介護

保険課） 

先日、静岡福祉大学の学生と意見交換を行い、大学生が就職するにあたって地元に

定着してくれる方法について話を聞きました。 

来週は、外国人人材の受入れについて、県社会福祉協議会と既に外国人人材を受入

済の介護事業所を招いて勉強会の場を開催する予定でいます。 

石川会長 先日、県外在住の新成人が成人式に出席するために新幹線代を補助するという市

のイベントをテレビ放送で見て、そこまでしないと焼津市に戻らないということ

に驚きました。 

介護人材確保は重要な課題なので、今後も各委員さんに考えていただきたいと思
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います。 

村松委員 高齢者が社会参加できる居場所づくりが大事だと考えています。 

これまで高齢者が参加しやすいよう自宅近隣での居場所づくりに活動してきまし

たが、人によっては参加者に見知った顔がいるとプライベートのことをいろいろ

聞かれることを嫌がって、逆に足が遠のくといったことがあります。 

高齢者のニーズの多様化に対応した取組が必要だと感じています。 

藁品委員 第 10期計画を読んで、多くの取組みや事業があると感じました。 

さわやかクラブでは、高齢者の社会参加、生きがいづくり活動を行っていますが

（事業 29）、周知できていないので改善していただきたいと思います。 

他の団体の取組になりますが、広報やいづの掲載記事を見たことがきっかけの参

加者が多いと聞きます。 

クラブは高齢者が多いので新しいアイデアが出にくく、クラブへの加入促進がな

かなか進みません。若い市職員から効果的な広報の方法があれば、逆提案してくれ

ると嬉しいです。また、イベントカレンダー等の発信手段を教えて欲しいと思いま

す。 

事務局（地域

包括ケア推

進課） 

市ホームページのイベントカレンダーを利用した周知は可能です。 

今年度は、新聞折り込みのシニア通信の中で、さわやかクラブの活動を紹介したと

ころです。今後も発信や周知について協力していきたいと考えています。 

藁品委員 藤枝市のスーパーで高齢者移動支援の取組を目にすることがあり、社会福祉協議

会が支援を行っていました。今後は通院への支援援助に取り組むということでし

た。 

焼津市では、自治会に移動支援（事業 35）の協力を求めても、自動車同乗中に交

通事故を起こしたらといった心配の声もあり、なかなか進んでいない現状です。 

事務局（地域

包括ケア推

進課） 

地域ささえあい協議体で検討しているのは、住民主体の生活支援サービスとして、

元気な高齢者が、ごみ出し、草取り、病院や買い物への移動支援などを住民同士で

担っていくというもので、藤枝市ではそのようなボランティア団体が地区社協が

中心となってできている状況です。介護保険の中でも住民主体の中でやれること

はやっていこうという考え方を持っていますので、市としては、後方支援ができる

ことがあれば積極的に考えていきたいと思っています。 

先程村松委員から、居場所として自宅から近い場所に行くだけではないという話

がありましたが、「高齢者に多様な選択肢と」いうテーマの中で、以前の高齢者と

現在の高齢者では好みが変化していますので、近所のみでなく地域交流センター

の取組も混ぜながら、その人に合った社会参加ができるように取り組みたいと考

えています。 

金井委員 市内 70箇所、約 1,200人の高齢者がラジオ体操の取組を行っています。中には、

ラジオ体操に加えて、みんなの体操を実施しているところもあります。 

焼津市では、ミニデイでころばん体操（事業５）を推進していますが、時間がかか

りすぎて、ミニデイ本来の活動ができなくなってしまいます。ラジオ体操程度の時
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間に収まるような短縮版を作って欲しいです。 

事務局（地域

包括ケア推

進課） 

現時点で短いものを作るということは考えていません。ころばん体操は、25 分の

短縮版と 50分のバージョンがあり、理学療法士の監修のもと作成しています。介

護予防をしっかりするという点において、その時間をやってほしいのと、週１回程

度で定期的にやってほしいということがあります。ミニデイの中でやると時間が

長いというご意見をいただきましたが、少し目的が違う部分があり、ころばん体操

は社会参加に加え、介護予防として体操をしっかりやってほしいというのがあり

ます。最近では地域で毎週実施する体操会場もできてきている状況であるため、ミ

ニデイとは別の機会に取り組んでいただくことも考えていただければありがたい

です。 

金井委員 石川会長から介護事業所の倒産の話がありましたが、要介護状態となった団塊世

代が希望どおり介護施設に入所できるのか、10年後、20年後も介護事業所が存続

できているのか心配しています。 

事務局（介護

保険課） 

ほほえみプランでは、団塊世代が後期高齢者となる 2025年問題、団塊ジュニア世

代が高齢者となる 2040年問題を見据えて、計画策定を行っています。 

地域によって人口動態やサービスの需要も違いますので、そうした点も考慮しな

がら計画を策定していく予定です。 

石川会長 昨年 11月の社人研の報告では、2050年には全世帯に占める単身世帯の割合は 40％

を超え、高齢者単身世帯は 20％超という。静岡県では単身世帯は 37.7％、高齢者

単身世帯は 19.2％、一世帯当たりの平均人数が 2.02人と予測され、単身高齢者増

大により、ますます「見守り」が重要となってきます。 

現在、民生委員や自治会が見守りの担い手ですが、民生委員の負担増大や担い手不

足が問題となっています。民生委員の立場から金井委員、どのような状況ですか。 

金井委員 各民生委員は支援や見守りの必要性を理解し、活動を行っていますが、人によって

は、何回も民生委員に訪問されることを嫌がる方もいます。自宅訪問時に、民生委

員と周囲に気付かれないように配慮して活動を行っています。 

今年 12月に改選があり、現在は約 250人の民生委員がいますが、約半数が民生委

員を辞退したいという意見を持っており、自治会に推薦をしてもらえないかと依

頼している状況です。 

民生委員の中には就労中の者もおり、その中で民生委員が活動できること、できな

いことがありますので、それは地域内の民生委員協議会の中で調整してもらいた

いと思います。 

服部委員 民生委員に任用された直後は、自宅訪問した際に知らない人に自宅を覗かれてい

たと誤解されてしまったことがあったり、民生委員と高齢者の意識の違いがあっ

て距離感を掴めないことがありましたが、活動を継続する中で、高齢者との関係が

構築できてきました。 

石川会長 高齢者宅の訪問は地域包括支援センターが積極的に行っていますが、携帯電話の

利用の仕方を聞かれたり、週末にゴミ屋敷の片付け等を支援したりして、本来の仕
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事ができないとの声を聴いており、中には包括支援センターの業務なのか疑問に

思うこともあります。 

一つの支援機関だけに負担がかからないよう、行政と連絡を取り合い分担して行

っていただきたいと思います。 

自治会連合会の立場から増田委員は意見ありますか。 

増田委員 民生委員について町内会に推薦依頼していますが、年齢であったり、就労状況であ

ったりと条件に合う人を見つけるのが難しくなっています。 

自治会でも見守りは活発に行っていますが、自治会委員自身も高齢化が進んでお

り、なかなか交代が進まない状況で、自治会としての課題となっています。 

石川会長 他に意見はありませんか。 

今後の協議会の中では、国策だから仕方がないという考えを持たず、ざっくばらん

に意見を出し、言いたいことをすべて発言して欲しいと思います。 

では、事務局に議事を戻します。 

事務局 （閉会） 

次回は６月の開催を予定しています。 

以上で、令和６年度第２回焼津市高齢者保健福祉計画推進協議会、第２回焼津市介

護保険運営協議会を閉会いたします。 

閉会  

 


